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実践ワークショップ Excel 徹底解説 推測統計入門 
（第１版 第１刷） 

 

◆正誤表◆ 

 

 33 ページ脚注「分散」 

 式中の「＋」  「－」 

 35 ページ脚注「SKEW」 

 正しい式は 
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 36 ページ下から 3 行目 

 求める式からもわかりるように  求める式からもわかるように 

 36 ページ脚注「KURT」 

 式中の xxi        xxi   

 38 ページ「2 つの変数の関連を把握しよう」3 行目 

 1cm つ変え  1cm ずつ変え 

 38 ページ下から 2 行目 

 含ませんので  含みませんので 

 48 ページの上の正規分布グラフ 

 N(2.0,0.42)の曲線が 2.25 付近が頂点になっている  2.0 付近が頂点になる 

 48 ページの下の正規分布グラフ 

 目盛り中央値が 1.0  2.0 

 54 ページ表のキャプション 

 「コインを 3 回投げたときのパターン」に変更 

 64 ページ 1 行目 

 解釈のしやすから   解釈のしやすさから 

 64 ページ「不偏分散」の 3 行上 

 一般に標本分散（式）を用いて   一般に標本分散を用いて 

 72 ページ対立仮説の式 

 5.0:1 PH   5.0:1 PH  

 76 ページ下から 3 行目 

 「＝NORMDIST(z の値)」  「NORMSDIST（z の値）」 

 79 ページ 7 行目 

 斜線部  青い色塗りの部分 

 83 ページ図「区間推定の結果」の中の文字 

 1.808   1.898 
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 89 ページ「母平均の区間推定」の本文 2 行目 

 「=TINV(1-0.95,自由度)」   「=TINV(2*(1-0.95),自由度)」 

 89 ページ「母平均の区間推定」の本文 3 行目、5 行目の式中、6 行目の式中 

 片側 5%点は 2.262   1.833 

 89 ページ「母平均の区間推定」の本文７行目 

 片側信頼区間は μ≧1.841   μ≧1.872 

 89 ページ「母平均の区間推定」の本文９行目 

 「=TINV((1－0.05)/2,自由度)」   「=TINV(1－0.95,自由度)」 

 89 ページ「母平均の区間推定」の本文 11 行目、最下行の式、90 ページの 1 行目 

 両側 5%点は 2.685   2.262 

 90 ページの 2 行目 

 信頼区間は 1.811≦μ≦2.193    1.841≦μ≦2.163 

 90 ページの区間推定の表 

 両側 5%点 2.685  =TINV((1－B22)/2,B18)  2.262  =TINV(（1－0.95),B18) 

 下限信頼限界 1.811   1.841 

 上限信頼限界 2.193   2.163 

 101 ページの「F 検定」のダイアログボックス 

 αの値 0.05  0.025 

 101 ページの「F 検定」のダイアログボックスのすぐ下の本文 

 P 値が 0.1183 で 0.05（5％）  P 値が 0.1183×2＝0.2366 で 0.05（5％） 

 101 ページの「F 検定」の出力の表 

 F 境界値片側  3.1789  4.0260 

 上記修正に伴い、102 ページの境界値 3.1789 はすべて 4.0260 に修正（3 箇所） 

 102 ページの 7 行目 

 3.1789 がその境界値です。  4.0260 がその上側境界値です。 

 102 ページの「F 分布のグラフ」のすぐ下 2 行目 

 上側面積が 5％となる点です  上側面積が 2.5％となる点です 

 「＝FINV（0.05，9，9）」  「＝FINV（0.025，9，9）」 

 102 ページの最終行（以下の文と差し替えます） 

 ここでは両側検定を行うので、「P(F<=f) 片側」を 2倍して両側確率を計算します。
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 103 ページのグラフ「境界値と P 値」（以下のグラフと差し替えます） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 110 ページ下から 8 行目（太字部分） 

 対応のある  対応がある 

 133 ページ 6 行目 

 「4-2」で説明した  「4-3」で説明した 

 146 ページ「分散分析表の作成」の 1 行目 

 諸要素使って   諸要素を使って 

 152 ページ図の 1 行下 

 「プロットエリアの書式設定」を変更します  グラフを編集します 

 155 ページ上の図の 2 行下 

 分数が等しいかどうかを  分散が等しいかどうかを 

 158 ページ「平方和の計算」の図の 1 行上 

 条件数（薬剤種×ラット種）」 「条件数（薬剤種×ラット種）」 

 171 ページ上から 4 行目 

 nPP /)1(    npp /)1(    （p は小文字） 

 172 ページ一番下の式 

 








2

05.0
z   1.96  （最左辺と最右辺の２箇所） 

 178 ページ囲み内の「対立仮説」 

 すなわち、 021  PP   すなわち、 021  PP  
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 178 ページ一番下の行 

 平均  平均 0 

 179 ページ 4 行目 

 0p   *p   
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 188 ページ「期待度数」の式 
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 202 ページ「問題の背景とデータ」の 1 行目 

 前章までは  前々章までは 

 207 ページ 6 行目 

 誤差をい次のように  誤差を次のように 

 211 ページ上の図も下の図も 

 「33 行の式」「34 行の式」「35 行の式」  それぞれ「36 行の式」「37 行の式」

「38 行の式」 

 225 ページ「共分散分析」の 6 行目 

 自由度の F 分布は  自由度(1,N－3)の F 分布は 

 225 ページ式 
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 232 ページ式 

 
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 242 ページ図の 1 行下 

 2.02 千円  2.20 千円 

 261 ページ下から 11 行目 

 26..5%  26.5% 
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